Spoken Word of the Simbang in "Bosaegamsang" in the Sin-gut of Jeju-do : From the Shin-gut of Jeong Gongcheol in Seongeup-ri in 2011 by 古谷野 洋子 & Koyano Yoko
済州島のシングッ : 《ポセカムサン》におけるシ
ンバンの語り : 2011年、城邑里の鄭公鐵シンバン
のシングッより
著者 古谷野 洋子
雑誌名 比較民俗研究
号 29
ページ 35-57
発行年 2015-03-31
その他のタイトル Spoken Word of the Simbang in "Bosaegamsang"
in the Sin-gut of Jeju-do : From the Shin-gut
of Jeong Gongcheol in Seongeup-ri in 2011
URL http://hdl.handle.net/2241/00127803
f比較民俗研究J29 2015/3 
済州島のシングッ:~ポセカムサン〉におけるシンパンの語り
-2011年、城邑塁の鄭公銭シンパンのシングッより-
古谷野洋子/、
韓国ではシャーマンの祭儀をクッ(夫)と 1乎ぶ。クッの中で最も大規模なクッはクングッ(さ
そ)と呼ばれる。シングッ(せ去)はクッを執行するシンパン(くすl:Q-) の成主儀礼であり、大規
模なクッなのでクングッでもある。{斉ナトl島のシンパンは生涯に 31ヨシングッを行わなければなら
ないとされている。シンパンは神に仕えて生活の糧を得ているので、亙業で稼いだものはネIへ返
さなければならないからである。これを“役札"という。シングッを行うシンパンは本主(ポン
ジュ)と呼ばれる。本主は家に先輩のシンパンたちを招き 2週間にわたりさまざまなクッを演じ
てもらう。つまり、シンパンたちにとってシングッはクッのTi封鎖と伝承の場でもある。
過去に行われたシングッ(クングッ)については、目前Hクングッ 1986年新村里金允沫家の
シングッJ(rス-1干さ去 1986せ位争司召金牛せ可否斗公安J)、f済州島クングッ資料 1994
年東金寧文)1貢賞宅中タンクルグッJaヰ子玉吾交スi守豆 1994 せ号召せ吾全信 G! 号す号ラ~J)の
報告がある。これらは金允沫・李貞子シンパン夫妻と文順賓シンパン(徐)1貢実シンパンのことで
ある)のシングッの記録である io 本稿では、前述の金允沫シンパン夫妻のシングッの報告書を『金
允沫夫妻のシングッ報告書j、文(徐) )1員実シンパンの報告書を f文(徐) )1真実氏のシングッ報
告書jと便宜上記す。
本稿で報告するシングッは、 2011年 10月に済州島城邑里民俗村で行われた鄭公鍛シンパンの
シングッであるが、その撮影と記録を呂的とした「再現記録行事jでもある。主催がKB S {剤、1'
島放送総局(以下、 KBSと記す)、主管が済ナH伝統文化研究所協力機関、後援が済州特別自治
道であった。このシングッの全過程を拝見した筆者は、行剤、1'島のシングッ(成亙儀礼)ー約 30
年間におけるその変容-J (2012a) . i調査報告:済州島のシングッ(成亙儀礼)-2011年のシン
グッから司 J(2012b) . i済州島シングッ報告 チョガムジェにおけるシンパンの語り-2011年、
城邑里の鄭公鍛シンパンのシングッより-J (2013)の報告を行った。
祭儀の調査において最も大切なことの一つは、{可がどのように語られているかを知ることであ
る。しかし、 2011年のシングッはピデオ撮影も禁止されていたため、拙稿 (2012ab)では語り
の内容までは報告できなかった。 2011年 12月にその全容を記録した報告書 aヰ子喜美J)がK
BSによって刊行された。その報告書の内容は、シングッの全過程を収録したDVDと写真集、
及びその概要を解説した f済州クングッ報告書jaヰ子喜美立五λiJ)である。このKBS製作
※神奈川大学日本常民文化研究所特別研究員
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の報告書を入手した筆者は、 DVDのシンパンの語りを日本語に訳し若干の考察を加えて紹介し
た(拙稿 2013)。これはクッの第 l日13に行われる総合請神儀礼のくチョガムジェ)>(主社ヰ)
についての報告であった。本稿は3日目に行われるくポセカムサン)>(旦サ召4分)についての報
告である。本稿ではくポセカムサン〉の語りの全容について述べ、シンパンの話りに注目し若干
の考察を加えるものである。
なお、 tiH稿 (2013)で既に記したことだが本稿の理解を助ける上で次の事を記す。クッではポ
ンプリ(亙俗の神々の来歴を語る神話)が語られるが、本稿ではこれらの語りは概要のみを記す。
なぜならば、これらは前述のシングッの報告書や張簿根『韓国の民間信仰] 資料編J、済ナ1'大学
校耽経文化研究所編集発行のポンプリシリーズに報告されているからである九さらに、ホ。ンプ
リで語られる内容は専門用誌が多く筆者の手におえない部分が多いという理由もある。また、本
稿を理解するうえで必要な用語やクッの行われた家の間取りなどはすでに拙稿 (2012b)で報
告しであるので説明を省く。
*本稿の表記について
本稿はj剤、1'方言も多少理解し、日本語の堪能な釜山出身の庇坑珍氏(新羅大学、筑波大学修士
課程卒業)の助けをかりながらシンパンの語った内容を記したものである。本稿においてシンパ
ンの語りの部分は字体を変えた。直訳でわかりにくい部分は意訳に、あるいは言葉を補足した方
がいいと判断した場合は()内に補足したが、その作業は最小限にとどめ必要がある場合は注を
付けた。 i剤、H島のクッはj剤、ト|方言によって語られる。場面によってはシンパンの語りはほとんど
理解できないといっても過言ではない。文中のーは意味がわからなかった部分、あるいは開き取
れなかった部分である。かなり長く開き取れなかった部分、あるいは意味がわからなかった部分
は(不明)とのみ記すか、()の中に概要のみを記した。また、理解しやすいように語りには見
出しを付け、語りの最中の簡単な状況説明を()の中に入れた。
なお前述のKBS発行のクングッの記録ビデオの概要を解説した『済州クングッ報告書jには
各儀礼についての簡単な解説があるので参照した。
1 . はじめに
本稿のはじめとして、くポセカムサン〉の概要、くポセカムサン〉を演じる 3人のシンパン、
当日のくポセカムサン〉の始まるまでの祭事くクァンセウ)>(社司♀)について記す。
( 1) <(ポセカムサン〉の概要
くポセカムサン〉はクッの最初に行われる総合請神儀礼であるくチョガムジェ)>(主社ヰ)と
くチョシンマジ)>(主せ l~-O1)の後に行われる。くチョガムジェ〉では、天地関関-祭日・祭場
について語り、クッをする理由などを述べ、祭場を浄め、神霊の門を開き、礼を尽して神々や祖
霊を招いた。翌日のくチョシンマジ〉で、は残った神々を招き祭場に案内した。このように礼を尽
くし、念には念を入れて神々を招き、神々に供物を勧めたのだが、その準備に問題があったとい
う仮定で、行われるのがくホ。セカムサン〉である。 r済州クングッ報告書jによると i<ポ七カムサ
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ン〉は神のおかげで{諸けて、食べて、生きてきたことに対して恩返しをするクッであり、高価な
布などを神に捧げる。この年に収接した 3種類の穀物といろいろな食べ物を供えたポダプダン
(お膳)を用意して進められるのだが、本主の真心が足りないためにきちんと準備をすることが
できなかったと本主を[]とってその罪を問うクッであるjという。
(2) <ポセカムサン〉を演じる 3人のシンパン
くポ七カムサン〉を演じる 3人のシンパンについて簡潔に紹介する。詳細は拙稿 (2012a. 
2012 b . 2013) をみていただきたい。本主である鄭公鍛(忍苦謹チョンゴンチョル 男性
1960 ~ 20l3)シンパンは済州大学の国文教育科在学中から演劇活動に携わっていたが、その後、
人間文化財となった安仕仁シンパンからクッを学び35歳から亙業に従事してきた。チルモリ堂
のヨンドングッ(国家指定重要無形文化財第 71号)保存会に参加し、金允沫(召合牛キムユン
ス 男性 国家指定重要無形文化財技能保有者)シンパンの教えを受けた。 2011年に 52歳(実
捺は 51歳)でシングッを行い、その翌年に行われた城邑里のクングッにも参加したが、 2013年
5月に病気で亡くなった。
シングッの進行をとりしきるシンパンを首シンパン、あるいはクンシンパンと呼ぶ。今自のシ
ングッの首シンパンは東金寧の徐)1実質 (λ?を営ソスンシル 女性 1961年生まれ)シンパンで
ある。氏は済ナトi無形文化財ヨンガムノリ技能保有者であった故李中春(0]号をイジュンチュン
男性 1937 ~ 2011)シンパンとスヤン関係(修養関係)を結びクッを学んだ。 1994年の文(徐)
順賓氏の中タンクルグッは李中春シンパンが首シンパンとなり行われたものである。徐氏は今ま
でに 4屈のシングッを行い、現在は「クングッ保存会jの代表を務める。
〈ポセカムサン〉を演じる梁昌宝(守守主主 ヤンチャンボ 男性 1934年生まれ)シンパンは
徐}I買実シンパンや金允沫夫妻のシングッにも参加したベテランのシンパンである。今回のシング
ッを契機に父母を亡くした鄭公鍛シンパンの“養父"となり、自らのメンド(亙具)を鄭公鍛シ
ンパンに譲った。前述したが、氏は 1986年の金允沫夫妻のシングッの時にもくポ七カムサン〉
を担当している。
他にも「シングッ保存会」のメンバーのシンパンたちがシンパンやソミ(小豆 クッの手伝い
役)として参加した 30
(3) <ポセカムサン〉の始まるまで:神々の起床《クァンセウ〉
くポセカムサン〉はシングッ 3日目に行われる祭次であるが 4、3日目の朝の祭次は神々の起
床から身支度までを手伝うくクァンセウ〉から始められる。なぜなら、神々は既に祭場にいらし
ているからである。この朝の祭次は神々がお帰りになる日まで行われる。午前7時20分、「深い
夜が終わり、天地が明るくなってきます」と梁シンパンが語り始めると、ソミたちが鍋鍛・太鼓・
鉦を打ち鳴らし、くクァンセウ〉が始まった。梁シンパンは朝と夕べと神々について語り、鈴を
鳴らして次のように続けた。
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日上の方も起さでいらっしゃるようです。起きてふと煙草でも一月長しょうかなと、煙草が吸
いたくなります。度にえを点けて、 ]万8千(の神々の居場所)、そこにタノくコの火を載せよ
う(燃えている香木の入った香炉を持って部屋をゆっくり廻り、各タンクルの前でお辞魚をす
る')。起さたらーをして、煙草を吸って布団をたたんで、小使をして、顔を fえって します。
空から降りるウナポンチョンス(銀河 71<-)、又、ーをえむ水道水、顔をえう 71<-を入れて、
1万8千の神の前にその水を捧げます(水の入った容器を持ち、手にした葉っぱで各タンクル
に水をかける)。顔を;光ったのでタオルもさしあげ‘ましょう(両手に白いタオルを持ーって各タ
ンクルにj卒げるしぐさをする)。
男の人は1iIp肢を肴て、靴下も穿 L、て、チョコー 1)を着て、マコ‘ジャを羽織って、その上にトゥ
ルマギを肴て、チナント yボを肴て、三員にはノ、ントンナニラ、頭を留めるものをしてサントを
します。それで女の方たちはチャンベキ(下着)を肴て、中に着るチマ、タトに着るチマを着て、
上にはチョゴ 1)を着ます。
ハルモニは着替えてからえタノ〈コを吸いたくなります。昔のタバコはナジュヨンサン、 Jえは
ハンドンチム Jえは一、弓本のタバコ、アメリカのタバコ、韓国のタバコ、いろいろなタバコ
を手に取って、煙草のえをーして、 8千の神たちにタノくコのえも差し上げよう(香炉を持って
各タンクルを廻る)。
タバコを吸ってから、へジャンのためにお酒を少しり、甘酒で飲みたい方は甘酒で召し上
がってください。清酒で飲みたい方は清酒で召し上がってください(手に酒の入った容器を
持って)、清川島で作っている有名な;美学山" 1万8千の神たちの前にへジャンスルを捧げー
ます(手にした葉っぱでお酒を各タンクルにかける)。へジャンの為のお酒もJ辛げ‘ました。下
人たちは を貰ってくださ L、。夕べ、各子孫たちにいい夢をくださり、また、 Jr，x.色里のチョン
ジェ、コクジェ、キウジェ(析雨祭)、村のポジェヘ大さい門のタトに がたくさんたくさん
ーしますように。ーを貰ってクァンセウをーしてください。
またここに取材に来た人たち、また、ク yを見に来た常連の年記の方たちも、みんな洗顔を
して、顔におしろいを付けて、クルマ、クルマじゃなかったっけ、(ソミから「クリームで
しょう j という声がする)クリームを塗って、ロには赤いのあるじゃない (1リップステ yク」
という声がする)、赤 L、の塗って、/言もをか L、て、みんなされいにして、今はチマチョゴ、 1)ま
では肴なくても、洋装で_iE装して、みんなされいにしてきてください。それでは朝食の時間に
なりました。みなさん、ご飯を食べに行ってください。ソミたち、常連の年自己の方たち、早く
みんなで朝食を食べてくださ L、。それでお掃除をして、神をお迫えしてくださし、。
〈クァンセウ〉は約20分間、このような梁シンパンの語りで進められた。この祭次は、自覚
めた神々を洗顔させ、身支度をさせ、タバコと二日酔いのための酒を用意するものである。クッ
ではこのように神の世界も人間の世界と!可じように考えられていて表現されるのである。さら
に、シングッの場に集まった見学者(取材人や研究者など)についても語られるが、神の世界と
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人1o¥Jのj立界、神話と現実が境自なく語られるのがクッの特徴であるといえる。この後、朝食をと
ってからくポセカムサン〉カ司会められた。
2. <(ポセカムサン》の語りの内容
くポセカムサン〉は午前81寺50分から 111時30分まで、約21時間40分にわたって行われた。『済
州クングッ報告書』には、 1< ポセカムサン〉はくジェッブグチェマジクッ>(ろ~斗ヰ史0] 去)、く
チュモクジェサン>(罪目罪状 ヰヰヰうま)、くトンジマウルグッ> (芸スi叫含うた)などの祭次
からなり、これらの祭次は演劇的な要素が多くホ。セカムサンノリといわれるっとある 10。しかし、
始まり(はじめの語り)は他の祭次と向じように神々のご機嫌伺いから始まり、本主と祭場の紹
介、クッをする理由などが述べられ、最後に再び神々が招かれる構造となっている。担当する梁
シンパンは黒い帽子を被り}二着を着用する。
( 1 )はじめの語り
梁シンパンはタンジュバン(堂主房)にお辞儀をしてからポダプサン(供物の載ったお膳)の
nijに座り、鈴を鳴らしてチャング(校鼓)を叩きながら語り始める。
-神々のご機嫌伺い
神ヤをおおきしました。陰屠卯年の 9月18日の卯の時お招きしました。 1万 8千の神々それ
ぞれのタン(堂) 1こL、らしてくださ L、。安否をお尋ねします。元気でいらっしゃいますか。
-本主と祭場の紹介
済州、l島朝天面北村里 31の2番地に住んでいます。姓は鄭氏で子年(え年〉です。神の子で
す 1。長女は 21夜、次女は 18主主です。 ここは住んでいた家ではなく、清川島の有名な氏俗村
です。 この氏イ谷村の茅茸の家をイ昔りてお伺いをいたします。
-クッをする理由を述べる(本主の八字(パルチャ・運命のこと)が験しいのでこのクッをする
と述べる)
お金というのはその弓はなくても廻り廻ってくるものです。天地の間にあって、すべての者に
はーがあって、ーだから五倫という昔の聖人のお言葉がここにあります。天地の問、すべての命
は真ん中にあります。人の命より大事なものがありますか。春夏秋冬の中で、春のサムサゲは
で 12、哀のサムサゲはとても緑が萱かで、秋のサムサゲは落葉とか紅葉になる季節です。また、
季節が過ぎて 3月が反ってくると葉っぱも出て花も咲いて、えの骨を借りて母の肉を借りてこの
世に誕生します。 30になると一、 60は還屠で、 70は昔の高麗の時のーで、 80はーで、 90は
ーです。
生きていても、寝ている時とか病の日寺、心配事がたくさんあって患痴を言ったりして、そうい
うのを除いたら、たった 30年も生きていけません。今、鄭公銭の話をいたします。 この祈りは
済州、!島の放送局やいろいろな人がやってきて、;斉1'1のクングッとして 19日の間やっていま
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す 13。蓑I~公銭の喰しい入字のせいでこのク y をするわけでなんです。
-本主の紹介(鄭氏の孤独な生活と飲酒癖、学生時代から演劇活動に携わっていたこと、シンパ
ンとしての経歴、今回、梁氏夫妻を養父母としてシングッを行うようになるまでを語る)
アイゴ一、その家には家族もいなくて、]人でいろんなところに行さながら、肝臓が腐るほど
苦労をして、いろいろな心配もしました。苦しかった日々、夜になるとお酒を 1杯飲んで自民って、
1杯のお酒が 2杯になって、 2杯が3杯になって飲み過さ、てしまいます。生まれたときにはちゃ
んとしたーで生まれたけれど、劇団が好さで演劇の俳優、をして、;斉'HIのえ化(ヨンドンクッ保存
会)が設立されると、そこに事務長として入って事務を執りながら、シンパンがク yをするのを
見て、こう L、うことは手ムにもできるんじゃないかと忠1.'"すべてをおいてクッを学びました。そ
れでいろんな人に見下されて、そういうふうに生さでさました。 もう年は 52歳を過さJ ましたが、
仏rtに弟子が L、るように、養父母を決めて頼りにして生きていこうと、いさなりえと母の縁を結
んで、 -9月18日の日、家の中にタンジュをたてましたは 私もシンパンになったのだね(タ
オルで顔を遭ってえ5ながら語る)。今回は清川島のーを記録して、実li公銭がチョシンヨンチノレ
(神のくる道)を整えて、薬飯薬酒をいただきます 15 (以下、神々の名称などが続く〉。
-醤シンパンの紹介
姓は徐氏、丑年の体を受けた 52攻、成邑の氏俗村にチョシンヨンチル(神の道)を整えました。
-最後に再び神々を招く
都公銭がこれからちゃんとしたシンハンになって、サムシワンにきちんと役価を捧げーることが
で 5ますように 16。チョンボダブサン(子の供物の月善)をJ辛げて、チョ力、ムジェでチョゴ‘ン門、
イ j ン門、ーの門を 1~司けました， i。チョガムジ二L 、チョシンヨンマジ、シンチョンゲで神を招さ
ました。チョサンゲでおし、てーアンシワンはニョンヒャンタンジュ((口、らっしゃいましたの意
味か? 以下、不明) 1bo 深い夜が明けて朝になってーをして、部屋をきれいにしました。神々
を招いて、 1万8千の様一、キメチョンジをして lり、各堂にチョングン、チブレ、イナン、マン
グン、チョンジワン、チブワン、ソビョルワン、地玉、イン玉、孔子、老子(神々から聖人まで
を列挙する)まで、サムチョンソ y コン(三千帝釈宮)に降りてください 20
(2 )くジェップグチェマジグッ〉
:梁シンノてンは次にくジェップグチェマジグッ>を言苦る。この言言はシンノくンの干丑A神となった
ジェップギ3兄弟"の物語である。語り終わると再び神々を招く。
-“ジェップギ3兄弟"の物語
簡潔に内容のみ記す。この物語は済州島のシンパンの亙祖神話である。 3兄弟の母は黄金山の
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僧侶との関に、 88にポンミョンド、 18日にシンミョンド、 28日にサンミョンドを産んだ。成
長した3兄弟は手のひらに指で文字を書いて学び、科挙の試験を受けて合格した。試験は受かっ
たが、僧侶の子だというので反対に会い合格は取り消される。科挙に落ちて泣きながら家に帰る
が母はいない。母の実家から大きな万を借りて邪魔したものの首を切り、閉じ込められていた母
を助け出す。そして、三兄弟は黄金rJJに登り父親に会い、父親のよりJ言により最初のシンパンに
なった。
-再び、神々・先輩シンパン・本主の親族と養父母の先祖を招く
f明日はくプルトマジ>(是正受01)、あさってはくチョイゴンマジ>(主01す受01)を行い、神々
を招待して、御馳走して、神の家も整えています」と述べ、再び神々、さらに済州島各地の本郷
堂の神々を招く 210 次に、首シンパンの徐氏の紹介をして、昔の先生(亡くなった先輩シンパン)
たちに協力を乞い、本主である鄭氏の家族から五等親戚までを招き、みんなで心と力を合わせて
クッをしていると述べる。
(3) <チュモクジェサン>(罪白罪状)
H911年 報告書Jによると、 i<チュモクジェサン〉は、本主、ソミたち、見に来た人たち
を廻りながら、クッをちゃんと準備することかできなかったのは誰の罪かについて問答して、結
局本主の罪だったということにしてその罪を解いていくことである。クッを準備するに際してい
ろんな罪目を誰が犯したのかを究明する祭次であるjとある。主に梁シンパンと徐シンパンとの
やりとりで進められる。
. p守が開き神々力ずやってきたのだが、問題が起こったようだ。
1万 8千の神々、門前様は来たり行ったり、各堂またマンソ堂にi寄りて来てください。(不明〉。
チョナンカムサンニム、チナンカムサンニム、イナンカムサンニム(梁シンパンは笹竹を 2本持
つ)、シゴ、ン門、聞いているかどうかわかりません、シゴン門、遊んでみよう(音楽が鳴り笹竹
を持ってヰしをしながら各タンクルを回る)。シゴン門をえてみると、シゴ.ン門を開けましょうと
言っています。シゴン門を開けました(笹竹を持って汁から迫えてくるしぐさをする。各タンク
ルの訴で手しをして、チュンカムサン、チョナンカムサン、シワンカムサン、シネーカムサン、ポ
ンドカムサンなどを招いた 22) 言色々は右側がどうなっていて、左側がどうなっていて、ヨンダ
ンがどうなっていて、マンダンがどうなっているのかわかりません。(降りてきたチョナンカム
サンがヨン夕、ン・マン夕、ンを廻ったところ、「私ょうイ立の下のものがし、るJといったので問題が
起こったようだ)
-梁シンパンと徐シンパンの会話(ポンドチナンカムサンを投獄したが罪状がわからない 230 以
下、梁シンパンと徐シンパンの会話で主に進められる。)
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梁:これはどうすればよいだろう。あなたたちが決めなさ¥，¥ 0 
イ余:それはちがうでしょ。 これは荷物を背負った人が解決すべきですよ。
梁君は太鼓を持っている人が叩さなさいということなのね。ウロンクンの監獄に入れたけれど
もへこれに入ったら出る方法もわかるはずでしょ。
徐:それをすぐにちゃんと角卒決してください。
梁:イナンカムサンはポンドチナンカムサンと-~者に来てー堵に動 L 、て、ヨンダン、マン夕、ンを
一緒(こ廻って座りました。(途中不明)。アイコ‘一、それでボンドチナンカムサンは罪が多い
ので監獄に入れて・一。(ポンドチナンカムサンは監獄に入れたがその罪状がわからな L、。そ
の罪状について徐シンノ〈ンと梁シンノえンが話し合うが、ニ人の話は意味をなさない。)
イ余:ポンドチナンカムサンは何ーのま里由もなく監~ik(こノにったわけよ。 その玉里由を明らかにしなけれ
lまいけないのよ。
梁:その罪がf可なのかよくわからない。ぉ;酉を官えみながら、ただおとなしい人も¥，¥¥，、人も、罪の
ある人も、それそれ自分勝手に生きているよ。
徐:お酒に水をいれたような、そんなぼーっとしている世の中よ。でも自分が罪人{こなったら、
何の罪を犯して監獄に入っているのかを知らなければ‘ならないでしょう。
梁:だから、自分の責任をちゃんととることがでさなくて。
イ余:だから'悔しいでしょうね。あっというまにそこに入れられたのよ。
梁:罪を問うときにもポシメがなければならな L、でしょうへカムサンガンがなければ'#を問う
ことができないの。罪を問うならあの世に行って、えたこと、開 L、たことがなければ.ならな
いで我田で監獄に入ってそこから出てこようとしたら、ポソクキン(保釈金)が必要だ。
弓本語でもホシャクキンというでしょ。それをたくさん積まなければ;
徐:だから我国が滅びるのよ。ーするといつもそれ。戦争は起きても花は咲きます 2I けれども
よれは詐も解決できないでしょう。サムチョンが解決してお。
梁:あの世の神に真心を尽くします。また、本主から、インジョン、役価を貰います 29。何か
しっかりしてなくて、適当に処理するようで、言葉、行動がはっさりしていない優柔不断の
人、保釈金を貰おうとしています。
徐:保釈金、ワイロば‘っかり取ろうとするからだめじゃないの。保釈金なんかもらうんじゃない
の。
梁:(無礼して歌う)ヨンダン、マンタンーをしに行さます。(音楽がなる)ニョニャンタンジュ、
サムシワン、メンジン国のノ、 jレマニム、ムンジョン、ポニャン(以上、神々の名前) 30、ヤ
ンソセの村(ご飯と供物を各棚の上に置く〉ひとつずつあげたい 3!0 3年間監獄に L、なけれ
ばならないのに 1年で出てくることもあるし、 1年がたった 3日ででてくることもある。
-梁シンパンと徐シンパンの会話(本主である鄭公鍛氏の投獄)
梁:とても腹が立っているけれども、それをひとつずつ開いてみよう 32
42 
徐:私たちが何を間違えたのかを開いてみましょう。ク yをしてみると 7代前の先担から i寄りて
くるけど、末、がこのマ世にいるのも先オ旦のおかげなのでお返しをしなければ、なりません。(途
中不明)それだけではなくて、食べて、着て、役割をちゃんとしながら、役価を出してクソ
をちゃんとしなければならない。それがでさないということは大主な罪よ。(本主ととも
に他のシンパンやソミたちが集まってさで 2人の会話を閥いている)それだけではなくて、
クソをするとさには 3日前からお未を貰って、ちゃんと研いで、¥" ¥，、未と悪い未をよりわけ
で、それでい L、のを允担にさしあげなければーならない。それは正しいことで、思返しをする
わけだけど、 1万 8子の神にすることができなくて(途中不明)。この鄭公銭が間違えたの
は間違えたのでしょう(以下、本主である鄭氏がさちんとクソをしなかったことを言ってい
る)
梁:算I~公銭の罪はク y をするとしても真".:_ょこめてやっていなかった。
(本主である第~公銭氏は罪を犯したので監獄に入れようということになる)
-梁シンパンと徐シンパンの会話(伝統文化研究所の朴所長と文理事長の投獄l:l)
徐:また、詐が原因かというと伝坑丈化研究所所長。
梁:そうだ、そうだ。
イ余:五丹完はやっているけど、クッにはやってこない。
梁:モンドキを持ってきてお、朴所長とえ博士を叩くから。
イ余:iクッがある」といったら「だめだめ」というし、「忙し L、j というし、それが間違いなんだ
よ
梁:朴所長どこ(こし、るんですか。
徐:ここにきてください。丈博士も。
え:言うとおっしなければいけないんだよね。
梁:ここに来てください。
刻、:手ムが1arの罪をおかした?
梁:崎るつもり? 罪というのは、鄭氏がシンパンとしてク y をしなさいということではなく
て、そうではな川、んだけれども。
徐:この家は、本主も 5人で、シンパンも 5人で、仕事をする人も 5人 :j5o K B S、丈博士、ヰi、
所長、美PD (プロヂューサー)、徐)1頃実、あっ、 6人なんだ。
梁:頭のおかしい人、ペテン師。罪というのは、お酒を飲むことは大さい罪のひとつ、時間に
なって f来ました」も「イ?きます」も言わない(;t失拶をしないの;意ロ未か〉のは罪、まじめに
仕事をしなければL、けないのに(しないのも罪という意味か、以下のやりとり不明〉。
丈:ヨン夕、ン、マン夕、ンだけーすればよかったのに。
梁:所長も丈博士も本主なの。この本主が間違えたんでしょう。 9月18弓が-
J余:その日はキヨンジャイル (37番目の日)。
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(以下、朴所長と丈理事長のクッの日取りに問題があったという内容が語られ、チョンジュ
(清酒)を飲ませて監獄に入れようということになる)
-梁シンパンと徐シンパンとシミたちの会話(チョワンハルマン、シルハルマンたちの投獄)
徐:(梁シンノ〈ンの話に 3人の女性シンパンが異議をとなえるのを開いて)女の人が 3人だ。
梁:女の人が 3人集まると皿が割れるという話がある(喧しいの意味)。
イ余:なんでも女の人のロから出てくるんだ。我が国の大統領も王様も女の人が作るものなのよ。
梁:アイゴ一、 じゃ、チョワンノ、 jレマン(竃婆様)がエプロンして・一。
徐:チョワンノ，)レマンが朝早く起きて台所で~を洗って 36、髪のもが落ちないように三角中を.1iト
けて、ご飯を作って、匙でお筆に残っているおこげ、をすくって・一。
梁:監獄に入れるとご飯はもう食べられないよ。
イ余:けれども、 ヰしはヰしでしょ。
梁:コッパンーをとりあえず準備しよう(決めようの意味か?)。コッパンハルマンは姓は徐氏
で年は 51才 37 コッパンハルマン兼クンシンパンをやっているんだけれども、それがコッ
パンハルモニ、これはプルトマジにJ辛Lずで、これはシワンマジにイ支うもので、これはシワン
マジのあれで、これはシンパンたちのご飯、シンパンたちが冷たいもの食べないようにあっ
ためで、(こういうやりくりをコッパンハルマンがやるという意味方、〉。
徐:コッパンハルマンが本主に仕事をさせる(以下、コッパンハルマンの仕事について少し語ら
れる)。
梁:昔作った捧げ‘ものは真I¥.;のこもった捧げ、ものだったけど。最近はお餅を作るにも機械でやっ
ていて、お餅屋さんでも機械を使う。
徐:精未師、餅工場も。
梁:油の匂 L、がすごくしてる。
徐:(本主は真心こめて出しているんだけれどという意味のことをいう)
梁:餅を作る材料をよく伸ば.して、 i芝(形か?)をちゃんとされいに作る。(餅の形は)大さ
かったり、小さかったりしていて、濡れた蓋をして・・・。
徐:サムチョン、(済州島の)束と北に行くとシルトックは 1つも食べないんですよ。餅はトル
レットックで厚さはこれくらいなんですよ。クンフ‘ックの先祖と北村の先祖はシルトック自
体がわからない。ナッカシ 1)は一、きれいに作るとされいな子供が産まれる。昔、併を作る
機械は足踏機械で、クンドックンネしたんだよね 380 (周りの人に河意を本め、周囲で笑い
が起こる。以下、梁シンパンと徐シンパンによって昔の餅の作り方が語られる。)
徐:昔は一模様の形の餅を作って、球炭の上に差を置いて、併を作る型をその上におく。それで
チョワンハルマン(竃婆様〉がペソタンペッタンする。モチを蒸すには技術やタイミングが
大事だから、昔のおばあさんは出来上がるまではトイレも行かないで作ったんだよ。そして、
シ/レノ、ルマン(餅婆様)はシルをちゃんとみなければ、いけないの。
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梁:みないとパッパッパ yパッパーとなっちゃうんだよ到。
徐:トック(餅)を作ってみると福を受けるかどうかわかる。 トノレレ y トックをしてみるとモン
サンを貰う 10。それを見てみる。シンノくンが併をえるとクッをやる家の事がわかるんだ。ま
ず¥第一に福を貰おうとするなら、先祖から福に恵まれていなければだめ。
梁:チョワン(竃王)にはできないことがな L、。餅もちゃんとされいに作らなければならないよ。
徐:餅がちゃんとされいにできないといくら食べても一。
梁:コンパッというものなんだけれど、それでシルトソクを拘って食べるとどうなるかわか
る。シルトックをこっそり食べるときは、家の主人が来ると喉の奥に入れておいてあとから
ぐあーと出して食べるの。
徐:そういうのもあるけれど、 トックノ、ルマンも作るときにわざと関連之て崩しておいて、それ
は先祖に差し上げられないから私たちが食べようといったり、昔、こっそりと食べようとし
て、のどに入れておいて、後でこっそう出して食べる。
徐:チョワンハルモニ、 ピョンハノレモニ、シ jレノ、/レモニ、 トックノ、ルモニみんな監獄に入れまし
た，1
-梁シンパンと徐シンパンの会話(肉-魚・酒の話題から朴所長を監獄に入れる)
梁:アイゴ‘一、チュトクするけれど、チュトクが何かというと目をつぶった肉をーするか、自を
開けた肉をーするのかペ朴所長、丈博士にきいてみて。 j与の去を船に乗って釣りに行くと、
その魚は自をつぶっていますか、開けていますか?
又.一。
錯:昔、私がサムチョンにクッを学んだとさ、「スンシラー(徐j頃実氏のこと)、自が長いのは太
刀魚、弓がえさいのはウロック」と教えてもらった。金寧の訴の海で釣ったプルボ‘ルラック、
ヨンビョンにあるチルサンの海で獲れるチョギ、ソギッポの近海で釣れるオットミという名
前の良心。
梁:ソルレギ(魚の名か?)
徐:?
梁 i酉なんだけど、どのように作るかわかる。ヌ jレy クを作って、査に入れておくと、ぷわーっ
と吹いて、それの上が清酒、真ん中がマツコ 1)で下にあるのがホジュになる。
徐:昔、ご飯を食べられなかった嫁はお腹がすいて下に残っているカス(酒粕のことか)を食べ
て酔っぱらった。
梁:とにかく清酒。
徐:サムチョン、又、言わせてもらうね。私がシンパンの仕事をしていて、こんなに清酒だけで
ク yをするのはえたことがない。清酒を作ると油が浮くかとうか、今回わかった。
梁:そう。
徐:清酒を上げたんだけどみんな油がういているんだ。
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梁 i青酒、焼酎、マソコ J)、濁酒。
徐:サムチョン、朴片庁長はすべて昔のやり方でやってくださいと言ったよ。 これもあれもすべて
昔のやり方でやってくださいって。お酒もクッも昔のとおりやったのにジンロ娩酎も買って
こない 110 J~ 色里の人 f'c!J 丈イじ財のおばあさんがオメギスルを作っているのへ真心こめてちゃ
んと作っていると思う。
梁::!寺別(こそのお酒をもってきたの?
イ余::t寺月1(こ注丈しました。
梁:よいもの?
徐:全部よいもの。
梁:お;酉の話はこれくらいにして、監獄に入れよう Hi
朴;そんなことで監獄に入れられるの ο
-梁シンパンと徐シンパンの会話(ソミを監獄に入れる)
梁:アイコー一、監4ikにいれたから、 これからどうしょうか。
徐一:シンソンミ (ソミのヨンミ氏のことか) lI 0 
梁:シンソンミを連れてこ L、。
徐:ヨンミや(ヨンミ氏が呼ば'.h_てやってくる)。
梁君はここに座りなさい。何が 1番問題かというとよく聞きなさい。どういう罪かというと、
明後日がクッとすると、「プクソ(太鼓)はなにがいいですか、チャング(鼓)は何が L、い
ですか」と尋ねてこそポソソミ(ソミのことか)の資ヰ各がある。それでこそポッソミなんだ。
徐:(隣に座っているヨンミ氏に)最近は携帯があって阜があるけれども、昔は携帯も車もない。
クンシンノくンがポッソミに、「クングソがあるので、言{主ヤシンノ£ン、 i{i々 シンノくンをロ乎lまな
ければいけないj といったら、ポッソミが歩 L、て行って連れてこなければいけない。ポッソ
ミが手伝うから、ポッソミは弁護士さんのような存在なのよ。シンノくンが、「ゃあ、誰々の
家にクッがあるんだけれども、その家にはま南が L、くつあるのか調べできなさ L、jという。ポッ
ソミはそ ζ に行って「クンシンノくンが調べてさなさいというから来ました」といって、そ
の家でちゃんと用意がされていなければ" ，-それじゃ足りないです」と伝えて用意をさせる。
それで、クンシンパンのところへ行ってこうこうですと伝えなければ、ならないんだけれど、
この子はまだ幼くて「おば.さん、どうしようJと言っている。
梁:;fッソミは監獄に入れて、 Jえはチョプシンパンにしよう 18
-梁シンパンと徐シンパンの会話(チョプシンパンを監獄に入れる)
梁:このチョブシンパンというのは が大さいけれども中身はないゆ。からっぽなんだ。念文ばり
でしょう。何が欲lまりかというと、ほら餅をみなさい(徐シンパンが餅を食べている)自分
ば‘っかり食べながらしゃべっているでしょう。大きい餅はセギョンタンクル(農神の吊り棚)
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のでしょう o
f余:2田昌のはかまわないでしょう，0。
梁:餅もくっつくと重くなる。セギョンタンクルに捧げる硬いのはゼギョンタンクルに。
徐:アイゴ一、昔、ク yをしに行くと、ソミたちが「セギョンタンクルには捧げました」とい
う。でも、セギョンタンクルは空いているんだね。クッが終わったらみんなもっていっちゃ
う。それでタンクルが空いている。
梁:食へて、それを自分の家にもっていっちゃうんだね。また、チョプシンハンは;屈も自分だけ
飲む、ご飯も白分だけ食べる。たくさん食べてお腹がこんなにいっぱいになるとヨンダンに
又横になってイ本のシラミをとったり、 f史いをし(こイすったり、昔はぐーたらしていた。そのシ
ンソミも罪がある'))監獄に入れよう。
-梁シンパンと徐シンパンの会話(太鼓の叩き方とクンシンパンについて)
梁:また、 12のーの罪、その罪は何かというと、太鼓を叩さなさいというんだけれど、烏も上
げないで、チョワッチョワッチョワと叩くっと
イ余:また、タトで犬の鳴5声も問こえるんだ。ケーンケーンケン、 もともと金持ちの犬はケンケン
じゃなくてクンクンクンと鳴く。
梁:うそだ。私も犬なんだ。
イ余:この太主支を叩くと空までひび‘かなければいけないんでしょう。
梁:ヂーサムソサム(大きく 3回、小さく 3田)で叩さなさい。
イ余:(太鼓を叩く真似)ヂーサムソサムで叩かなければ‘いけないんだ。そうやってロFくと空の神
がーして、地の神がーする。
梁:テヤンで叩くのは間こえない。そう L、う叩さ方よ。
イ余:セを叩くときは。
梁:12のーだ。アイゴ一、アイコ" (歌うように)シンパンたちが上がってくる。クンシンパン
は言色にしてもらおうかなー。 このシンパンの中で一番年が下なのに親分 S3
イ余:手ムもしょうがなくてクンシンノくンになったわけなの。なりたくてなったわけじゃない。最
初、手ムは丈先生に「診がクソをやるにしても、私はクンダッを伝える人としてソミをしますj
といったんです。ところが、ある司クンシンパンになってくださいといわれて。それで私は
つくづく考えた。もし、私の子供が襲~公銭だったら、私まで捨ててしまうと、詐もこの人を
J合ってくれる人が L、ないと。梁昌宝サムチョンが、「あなたがクンシンパンだからーしなさ
い。又、イ皮らはチョブシンノくンとしてやるから 54J と。 それで手ムがやらざるをえなくなった。
私はクンダッの保有者で、今まで 37年間やってきたから、「ああ、だめだ、これは私がや
らなければ‘ならないんだj と。
梁:チョブシンパンは鬼神のいうとおりやるだけ。私はもう 80でしょう。 ーするのはできない。
徐:私も苦しいよ、サムチョン。
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梁:クンダッの保有者やっていてどう。
捨:それは、白髪が・・・(苦労してるという意味)。
梁:じゃ、シンパンは食べて遊ぶ。お酒は飲まないけれども、コーヒーでも一杯出して。ーをロ
にくわえてシンゴンチェーに監獄に入れようへ
-梁シンパンと徐シンパンの会話(投獄が終わって、神々に溜を勧める)
イ余:これで実にすっきりした。
梁:私は]人でいくらでもクッがでさる。ソミカ九、なくても1，'1，、し、言{主も太鼓を叩かなくても私
1人でクッをするから昔、天地泥j肴でするか、チョナンペッポにしょうか ωて じゃ、天地泥
清でしょう(ヤンシンノくンはーノLで踊り始める)。
徐:もっと平く。
梁:日本の徳山のように(諸山シンパンの真似か、ゆっくり踊っている〉ヘクモはクモの巣で
遊ぶのが当たり前でしょう。クァンデも紐の上で遊ぶものでしょう 58 シンパンはヨンムル
(打楽器)で遊ぶものなんだ、楽器で近ぶんだよ、シンパンはヨンムルなしでやっていると
転んでしまう。
徐:サムチョン、クッをするときは心でーすると頭も掃くならないし、酔うこともな L、。クラブ、
とかにいったらキラキラするでしょう。それをえると頭が痛くなる。
梁私はヰが痛くてそこに入る事できないよ。ワンチョンワンチョンという音がして頭がくらく
らする。でもソウルのコ 1)アノ、ウスに行ってクッをするんだけれども、タト国の記者たちが、
この楽器だけでクッをするので不忠、議に忠ったのか、「クッはその楽器だけでするのJとい
うの。それで升国の人たちが私たちと一緒に踊った。済州島のヨンムルというのは世界に稀
な楽器なんだ。
徐私はね、楽器が空もならせて、シンパンも躍らせて、太鼓がクンクンすると，¥_よからすっきり
する。それで自然に肩を動かすような力がある。
梁:アイゴ¥アイコ¥アイ j一、ーもできなくて、シンパンのクソもできなくて、ソミが叩く
こともできなくてどうすれば、、いんだろう。(梁シンパンが「各タンクルに供物を捧げ‘ょうJ
というと、ソミたちが供物の載ったお繕を運んできて、各タンクルに供物を捧げる)
梁:ヨン夕、ン、マンダン(歌うように)、余った盃を出して一、クンダッの時は 12の を貰って、
チュンタンクルを受けていた昔の先生たち。チョンジワン(天地王〉は大きな盃です。
-シンカル占い(神万占い、チュモクチュサンの結果を神に尋ねる)
梁:チョナンカムサンガ‘ンを呼んでください チナンカムサン力、ンをロ乎び-ます。イナンカムサン
ガンも呼び、ます。呼んでください(梁シンノくンがシンカル占いをする。鄭氏がやってきて憐
に座ってインジョンを出す)。チュモクジェサンを解さました(ソミがコ 1) ドンパンを各タ
ンクルに上げる 59)。えし遂げた役価を捧げよう(卓の上に置いであった白い布を手に取る)。
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チョンポダプを貰ってカポヨンダンマンダン、チョンホ、ダンもトラルロカンサム ω(大主く
音楽が鳴る。梁シンパンは白い布を持ってお辞散をするが、すぐに白い布を落とす。 Jえにま
たシンカル占いをしながら)ーがよくできたということなんでしょうか。少し心配はあるん
だけれど、ありがとうございました。みんなちゃんと真心を捧げたんですね。
みんなちゃんと真心を捧げたということになり、くチュモクジェサン>は終わる。
( 4)くトンジマウルグッ〉
n斉州クングッ 報告書Jの解説によると、<トンジ、マウルクッ>とは「シンパンは供物であ
る木綿布を両手で、計ってお膳に捧げようとして自ら両手首を縛るようにする。シンカル(神刀)
を持った両腕に木綿布をぐるぐると巻きつける。いろいろな巻き方がある。神が本主の真心に満
足していないから布が解けないということを見せた後に、インジョンを貰って布を解き、本主の
真心に神たちが満足したことを見せるJとある。
-梁シンパンが木綿布を計って捧げる
梁:(木綿布を手に取って) 1万 8千の神の前で一人になって一、 1万 8千の心(?)になって
やらなければならない。ひとつ、ふたつ、布を初って捧ιずなさいと言っています。 1目、 2目、
(と言いながらシンカルで布の長さを計る)、布が長L寸、ら初って捧げよう。 1呂、 2目、中
には 44目、 33目、 12呂、 350目、坊って捧げよう(以下、布をくるくる回しながら、サ
ムシワン、メンジン国ノ、/レマニムなどに主宰げようと続く)。
トルマギ、パジ、チョゴ‘ J)、チマチョダ J)(I]、この布でいろんな月昆を作ろう。昔の靴下(ポ
ソン)の生地だね。 102日15弓350目、初って捧げ、ょう。ーにも坊って捧げよう。 さび、
しいーのところにも、あの世に行くときのノ、ンカチになる ヨンホン(霊魂〉にも 1目2自
15日350呂、初って捧げ.ょう。昔の先生たちにも 1弓2弓150 350目、初って捧け‘ょう。
チョワンハルマニム(竃婆様〉にはエプロンの布(へンジュチマ〉にしよう。汗をかくから
汗をjえくてぬぐ L、(スプン)として、チョワンハルマニムにも 102目15目350目と士刀っ
て捧げよう。アイゴ一、アイゴ一、クモの紐ができるように、湧水が湧 L、てくるようにーを
捧げよう。 50自に足りないよ(両手に布を巻5つけるのをソミが手伝う)。
-梁シンパンと徐シンパンとソミたちの会話(梁シンパンの“葬式の時の泣き方についての話") 
徐:サムチョン、技術いいね、平凡な技じゃないね。
梁:(布でI奇腕を縛ってしま¥""座って)、アイゴ、アイゴー
イ余:ここではお金は出ませんよ。タトにイテけばたくさんあるでしょう。
梁:アイゴ一、どこにイ?けば、いいんだろう。
徐:(大声で)ーという人もいない。
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梁:アイゴ一、女の人の中で声がでか L、人はどういう人かわかる? (詐かが「わかりません」と
いう)アイゴー。
ソミ:旦那が亡くなったらそのょっに泣くのかしら?
梁:ちがうよ。老夫時2人で住んでいておじいさんが亡くなるとおばあさんは大さくえけなくて、
「オイ、オイ、オイ、オイ、アイコ一、アイ-::1---J (小さな声でえさ真似をする)と泣くんだ
よ。また、おばあさんがえに亡くなったらおじいさんはとうえくのかわかる。 ニれもえさい
声で i:Lけなくて、「フィン、ブィン、フィン、死んじゃったの」とえくの。 30代、 40代の
女の人で娘が 1人いて、亭主が浮気ば‘っかりしていて、時け事もして、酒飲み。「このやろう、
どっかから金もってこ L、」とでた身にいうような亭主。そんな亭主が亡くなると、女身はどう
泣くのかわかる。「アイゴ一、この聖子郎、アイ j一、よく死んでくれた、ポクポクー」、ーし
ていない人は障子を閉めて「アイゴ一、アイゴ‘-J(i~。男と女が結婚して 3 年、すごく仲が
良かった。その旦万I~ が交通事故で亡くなったら奥さんはどういう風に泣くのかわかる。「私
も連れてって、手ムも連れてって、あなたがイえっていたこのキえは言{主力汁支うの、あなたがfえって
いたお布団は詐が使うの jって言って、入棺の時も「手ムも連れてって、手ムも-Jなんて泣く
けど、それはッrlよ。
徐:サムチョン、奥さんが亡くなるとトイレで笑うでしょ。亡くなった人の反応を見ると、男の
人の方カヘ、い人が多 L、んだよ。でも女の人はそうじゃないんだって。
梁:Iアイ j一、アイゴ一、財産でも戎して死ねばよかったんだJ。えくのも、泣き真似をするよ
うなの。 f也のところに占字にイテつでもちゃんと生さでいけるから。
イ余:それなりに者?しいところに占宰にHって、 まわりでイ百fかL、われればそれなりの言い言ミが・・・。
-インジョンを集める(徐シンパンは、そろそろインジョンを集めてくポセカムサン〉を終わる
ことを梁シンパンに勧め、梁シンパンは周囲からインジョンを集める)。
徐:今朝、くクァンセウ>をするため私たち 6時半に起きたんですよ。サムチョンはタトに出てイ
ンジヨンを1貰雪L、なさ L、~。 そうすれは
梁:本主、ますここに来なさい(鄭氏がお金の入った封筒を出す)。
徐:本主はしっかりしてるね。
梁:まナ笥ごとくれるの。
徐:本主はしっかりしてるよ。封筒だって 5子ウォンヰし入っている封筒もあれば、 1万ウォン
ヰし入っているのもある。
梁:それは違うよ。今日からーもらうから。サムシワンに罪を許してもらうのに、役価をはらわ
なければいけない。サムシワンに5千ウォンヰし3枚、(そばに座っている朴所長、え理事か
らももらう) 1万ウォン 1枚。ありがとうございました。記者のみなさん、こっちに来てく
ださい。
徐:ソウルから来た鄭公銭のお姉さんからも(算r~公銭氏の姉「弟を宜しくお願し、しますj といっ
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ておヰしを出す)。
ヰト:先生たち、みんなインジョンしなさい(周囲の研究者たちが次々とインジョンを出しにやっ
て来る)。
イ余 :KBS、カメラマンも出しなさい (KB Sのスタッフとカメラマンもやってきてインジョン
を渡す。筆者もインジョンを渡す)。
栄:日本のお全(筆者の出した札をみんなにみせる)。
徐:サムチョン、これから私が経理をするから。 ヨンミやーを持ってきなさい。
梁:1万ウォンをサムシワンだから 3つ、 3万はもってこなくちゃ。
徐:とりあえず 2万ウォン、カード決済でもい L、。
梁:もしできたら月員;i¥:，にしなさ L、。
徐ー :12か月払いにしょうか、サムチョン、それをすぐ手ムに預けて。
梁:君にはあげーないよ。
徐:計算間違えたらだめだからそういってるのよ。(ソミにお金を渡す)。
-神々に酒を勧め、占いをして神意伝達
梁:インジョン、役価たくさんもらいました。命の杯です。福の盃です。命を長くしてくださ
L、。アンシワン、父母先祖、長く生さて極楽に行けるように、サムシワン、どうか、 52え
の(ソミがお酒を廻りにi寄りかける)盃をみんなもらってください。(太鼓の音がして、神
名が列挙される)。プルトハルマン、盃を貰ってくださ L、。また、ヨンヒャンタンジュ、サ
ムシワンも盃を買ってください。(以下、神名を早口でいうので不明。片手でサンパン占¥，'" 
シンカル占いをする)本主、ここにきて見てください(鄭氏がそばに来て座り占いの結果を
見る)。アイコ降、一、ありがとうございました。台所で卯を 10個ほど誌ででさなさい 6:30 (最
後に両手の布を解さ、用うの人にヰしをして終わる)
このようにして、梁シンパンは周囲の人々からインジョンを貰い、神々に盃を捧げ、占いで
神々の神意を開く。神々が納得したのであろう、よい結果が出てくポセカムサン〉は終わる。
4. (ポセカムサン〉の内容とシンパンの語りの考察
ここでは、〈ポセカムサン〉の内容とシンパンの語りについて若干の考察を述べる。シンパン
の語りについては他の資料との比較検討も行いたい。他の資料とは、『金允沫夫妻のシングッ報
告書j及び『文(徐) JI真実氏のシングッ報告書jに記されているくポセカムサン〉のシンパンの
語りであり、前者は梁昌宝シンパン、後者は李春中シンパンが担当した。
( 1) {ポセカムサン〉の内容
まず、くポセカムサン〉の内容とテーマについて簡潔にまとめたい。シングッ第1日目のくチ
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ョガムジェ〉と 26日のくチョシンマジ〉で既に神を招いたので、 3日自の朝は神々の起床の世
話をするくクァンセウ〉から始まる。クッでは神の世界も人間の世界と同じように表現されるか
らであり、神々の起床のあとくポセカムサン〉が始まる。くポセカムサン〉の祭次の目的はやっ
てきた神々に供物(木綿を主に餅・溜・香)を捧げることである。しかし、ただ供物を捧げて「召
し上がってくださいJと述べるのではなく、その準備の仕方に不備があって、それは誰の責任な
のかという責任追及の問答劇が行われるがこの祭次の特徴である。
この祭次の構成は大きく分けて、①はじめの語り、②くジェップグチェマジグッ>、③くチユ
モクジェサン>、④くトンジマウルグッ>からなる。①は、神々のご機嫌伺いから始まり、本主
と祭場を紹介し、このクッをやる理由を述べ、首シンパンの徐1買実氏を紹介して、最後に再び神々
を招いている。この部分は祭次が開始されるときに行われる定型的な導入部分である。②はシン
パンたちの始祖となった僧侶と良家の娘とのi習に生まれた3兄弟の物語である。このE祖神話は
これまでも〈チョガムジェ》や〈チョシンマジ》で語られてきたし、これからも語られる神話で
ある。シンパンたちの亙祖である 3兄弟の物語が何度も語られることによって、シンパンたちは
シンパンとしての自らの運命を確認するのであろう。 3兄弟の物語が終わると再び神々を招き、
首シンパンである徐氏の紹介をして、昔の先生(亡くなったシンパン)たちに協力を願い、本主
である鄭氏の家族から五等親戚までを招き、みんなで心と力を合わせてクッをしていると述べ
る。しかし、③では神々を招いたときに問題が起こったようで、まずポンドカムサン(ポンドチ
ナンカムサン)を投獄した。ここからクッを準備するに際して過ちを犯した犯人の究明が梁シン
パンと首シンパンである徐シンパンの間で、行われる。その結果、さまざまな人物がさまざまな罪
状で投j訣される。例えば、クッを真心こめてやらなかったとして鄭公鍛シンパンがクッの日取り
がちゃんとできなかったとして伝統文化研究所の所長と理事長が、クッの準備がちゃんとできな
かったとしてソミが、餅の作り方がわるいといってチョワンハルマンやシルハルマン(架空のハ
ルマンである)などが投獄されるのである。そして最後に、供物(餅)を捧げ、占いをして神が
満足した(少し不安があるようだが)という結果で終わる。朝のくクァンセウ〉でもそうであっ
たが、神の世界と人間の世界、神話と現実が境目なく語られるのである。③では、シンパンは木
綿布を供物として捧げようとして、両手で布を計りながら両手首を縛ってしまう。布が解けない
のは神が本主の真心に満足していないからということを見せた後に、本主以下周りの人々からイ
ンジョンを集めて神に捧げる。次に梁シンパンは神々にj屈を勧め、最後に本主の誠意に神が満足
してくれたのかどうかを占い、神が満足しているという結果が出て終わる。これで餅と溜だけで
はなく布の献上も無事終わり、神々はその供物を満足して受け取ったことになる。このように、
くポセカムサン〉は責任追求の劇の形をとっているが、この祭次の本当のテーマは真心を込めて
供物を神に捧げることが大切だという教訓である。
次にくポ七カムサン〉に登場する話題について他の資料と若干の比較検討をしてみたい。③は
罪呂罪状とし寸意味のタイトルであるが、餅の話題、酒の話題、魚、や肉の話題があがる。しかし、
これらの話は単なる雑談ではない。実は、 f金允沫夫妻のシングッ報告書cj及び『文(徐)}I買実
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氏のシングッ報告書jの〈ポセカムサン〉にもこのような話題が記されている(済州伝統文化研
究所2010:11、済州伝統文化研究所2001:182-185)。このような話題は、供物として餅や酒、魚を
捧げることを意味していると考えられる。もう一つの重要な供物は布である。④では手にした布
の布目を数えることによってそれぞれの神々に布を献上しているのである。ネ~l に捧げる最も大切
な供物は餅-酒・魚、そして布なのである。また、梁シンパンと徐シンパンの会話は、クッの日
取りをきちんと選ぶこと、ソミの心構え、太鼓のj][Jき方などシンパンやソミたちへの教訓を含ん
でいる。これらの話も前述の両報告書に記されている(済州伝統文化研究所2010:116-118、済州
伝統文化研究所2001:178-179、182】185)。このような話題が語られるのは、前述したがシングッ
の場がシンパンたちのクッの研鍛と伝承の場だからである。
(2 )シンパンの語りの考察
くポセカムサン〉では梁シンパンは自分のアドリブ能力や話芸を披露しながら祭次を進める。
周りの人々(主に首シンパン)が協力するのだが、梁シンパンの語りにはJ;)、下の特徴がみられる。
まず、神への語りに使用される定型的な言い回しである。たとえば、「お金というのはその自
はなくてもまわりまわってくるものです~人の命より大事なものがありますかJi八字の険しい
一氏jなどであり、これらはクッ一般にみられる定型的な言い屈しである。
また、定型的な言い由しと対照的なのが梁シンパンのアドリブである。梁シンパンは徐シンパ
ンや女性ソミたちの対応(女3人がやかましい、徐シンパンが大声、徐シンパンが一人で餅を食
べている)を上手にとらえて話を進めていく。そして、梁シンパンと徐シンパンとの会話は息が
合っている。しかも、 2人の会話は単なる雑談ではない。餅や酒の作り方と食べ方、ソミの役割、
太鼓の叩き方などの話題は、両シンパンの会話が単なる雑談やアドリブではなく、〈ポセカムサ
ン》のテーマに沿って行われているのである。どこまでシナリオがあってどこからが即興なのか
はよくわからないが、クッの現場の状況を上手にとらえながら、祭次のテーマに沿って、神の世
界と人間の世界、神話と現実を境自なく語る能力がシンパンの語りの能力なのである。
しかし、〈ポセカムサン〉のテーマに沿っているのかどうかわからない話題もある。葬式で残
されたものが泣く話である。この話を梁シンパンは延々と話す。徐シンパンが主に相手をしてい
たが、彼女は適当なところで話を切り上げさせている。実は f金允沫夫妻のシングッ報告書jで
も梁シンパンは同じような話をしているへさらに、このときのシングッでは梁シンパンは金ピ
ョンスシンパンの物真似をして周りのものを笑わせている(済州伝統文化研究所2010:124)。今
回も徳山シンパンの物真似をしているが、葬式の話と他のシンパンの物真似は梁シンパンの持ち
芸と考えていいであろう。
つまり、一見アドリブのように見えるシンパンの語りも実は話題と内容がほぼ決まっていて、
そこに自分の持ち芸を加えて話を進めているのがわかる。シンパンとは単なる神に仕える人では
なく、クッの現場におけるエンターティナーなのである。なお、エンターティナーとしてのシン
パンの芸は話芸だけではない。布を巻きつける技も忘れてはならなし」くポセカムサン〉に演劇
-53-
的な要素があるといわれる理由の lつは、シンパンの持つこのようなエンターティナー性が遺憾
無く発揮されているからである。では、なぜ〈ポセカムサン〉がこのような形で、行われるのかに
ついては、シングッ全体を通して、 “ク yと演劇性"というテーマで考察したい。今後の課題で
ある。
(付記)
残念ながら鄭公鍛氏は 2013年に亡くなられた。哀'悼の意を表すとともに、本稿を鄭公鍛氏の
lこ捧げる。
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shnomura/shinku) を発表している。
2 j斉ナト!大学校耽文化研究所ではシンパンたちの諮るポンプリを記録する作業を始めてい
る。
「シングッ保存会jはこのシングッを契機として誕生した保存会であり、徐Jlw実シンパン
が代表である。
クッの中で行われるまとまった祭儀を済JH島の報告書では祭次と記すので本稿でもそれに
従う。
タンクルとは祭場の四方の墜に栂jを吊って神々の座す場としたものである o
h 昨日の酒の二日酔いの為のおj菌、酔い覚ましの泊のこと。
漢撃山(ハルラサン)という名前の焼酎。
H チョンジェ、コクジェ、キウジェ(祈雨祭)、村のポジェは城邑里で行われる堂祭のこと
であろう。
9 玄によるとノリとは劇的要素で構成されている儀礼形式であるという(玄 1985:292)0 
10 クッにおける演劇的な要素に関しては野村の論考 (i済州島のクッの芸能性」他)がある 0
!I 神の子(シニソンパン)とはシンパンのこと。
12 サムサゲとは 3つ4つのこと、四季の数ヵ月のことか。
!:l クングッは 14日間なので 19日では計算が合わない。
1 シンパンの家の守護神及びその守護神を配る祭壇をタンジュという。
15 成亙儀礼のサムシワンマジで本主が形式的に食べるもの O
16 サムシワンとは亙握手中のこと、役儲とはシンパンの神に捧げる供物のことである。
!7 これらの門は神々のやってくる門である。
18 ニョニャンタンジュとは本主の家の亙祖神の祭場のことである。
!9 キメを部屋に飾つての意味か。キメとは韓紙を切って作った切紙であり、部屋の周囲に張
り巡らされる。
20 玉皇上帝、亙担三兄弟を柁る場所のこと。祭場の!m方の壁に吊った棚の一つ 0
:.! 本郷堂とは各村の神を柁る堂のこと。
22 神々の位の順番は、チョナンカムサン(天皇監床宮)、チワンカムサン(地皇監床官)、イ
ナンカムサン(人皇監床官)、ボンドカムサンのJI真である(済州伝統文化研究所2001:178)0 
23 ボンドカムサンとボンドチナンカムサンとは同じと考えられる。なお、ボンドチナンカム
サンはボンドチワンカムサンとも聞こえるがここではボ、ンドチナンカムサンに統ーした
24 ウロンクンの監獄については不明。
25 ポシメとは証拠の事か。
26 目撃者あるいは証拠が必要だという意味か。
27 意味不明。
28 済州島でサムチョンとは殺しい人に対する呼びかけ。
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29 インジョンとは人情と書くがお金(お布施のようなもの)の事である。
30 メンジン国のハルマニムはプルトハルマン(お産と子育ての神)、ムンジョンは門神、ポ
ニャン(本郷)は各村の堂の神である。
31 ヤンソセの村については不明。
J この前に「昔、男が浮気をして田舎の女の子に赤ん坊ができてjという話が入るが、短く
て内容も不明であるため省略した。罪白という言葉に繋がるのであろう。
~n 当時、伝統文化研究所の所長は朴キヨンフン氏(漢字名がわからなし，)、理事長は文武乗
氏である。
日 モンドギは人を日Pく捧のこと。
主 本主とはクッを頼む人の意味もあるので、 KBS、文博士、朴所長、美プロデユーサー)
も入るのであろう。しかし、苦シンパンである徐JI真実シンパンも果たして含まれるのかどう
かわからない 0
36 釜山や済ナH島では台所をチョンジという。
コッパンハルマンの意味が分からない。供物や食事の担当者のことか。
ぷ餅を作る機械の音を真似ているのか。
:1q 吹き出してしまう、溢れてしまうの意味であろう。
10 トルレットック(餅の 1種)を作ってモンサンを貰うの意味か。モンサンの意味は不明0
1 ピョンハルモ二、シルハルモニ、 トクハルモニはそれぞれの餅の作り手のことであろう 0
1~ この質問の意味は不明。
。ウロックはホシハ夕、クロソイのこと、プルボルラックは自カf大きいメノすjレ、チョギはイ
シモチのこと。
ジンロ焼酎とは韓国の焼酎。朴所長が気がきかないという意味なのか。
15 オメギスルは粟で作った酒で城邑里の特産品、城邑里にはオメギスルを作る人間文化財の
女性がいる。
i仏 具体的に誰を監獄に入れたのかわからないが、昔通りにやってくださいといった朴所長で
あろうか。
'1i ヨンミ氏は高福子シンパン(上道塁のシンパン)の娘でこのクングッでは小亙を務めたo
lS チョプシンパンの意味がわからなし'0
1り この前にチョップシンパンの話があるが内容がわからない0
50 意味不明。
51 シンソミとはソミの事か。
52 肩も上げないでいい加減に叩くという意味。
日 実際にこのシングッを担当したシンパンの中で首シンパンになった徐シンパンは一番年下
である。
51 この文章ではチョプシンパンとはクンシンパン(首シンパン)以外のシンパンの事をさし
56 -
ているようだ0
55 意味不明。
56 クッの始まりの定型的な言葉。
57 徳山氏は日本在住のシンパンである。
58 クァンデとは韓国の伝統的な放浪芸人のこと。
59 コリドンバンとは供物の一つで、真鍛の器に丸い餅を盛ってその中央に葉を刺し切り紙で
覆ったもの O
60 意味不明。
6J トルマギは外套、パジはズボン、チョゴ 1)は上衣、チマチョゴ 1)は女性の上衣である 0
62 意味不明。
日 占いの結果のお礼として茄で卵をつくってくるように言ったのか。
61 金允沫夫妻のシングッでも〈ポセカムサン〉を担当した梁シンパンは次のような話をした。
「おばあさんが急に亡くなるとおじいさんは「アイゴ一、アイゴ-J、おじいさんが亡くなる
とおばあさんは fアイゴ一、ハイパン(ハラバン)J、それが泣くわけではなく(こんなふう
にと弱々しい泣き真似をしている)。亭主は 35才くらいで、女房は 30才くらいで、亭主が
賭け事してお金を持ってくるときは、女房に「これで肉買ってきて、一買ってきて、飯を喰
おう J、負けてくると、「この野郎、金をどっかからもってこいj。それでその亭主が溜ばか
り飲んで肝臓が悪くなって亡くなってしまいました。それで女房は、「アイゴ一、ペクチョ
ンめ、よく死んでくれた、こいつ(悪口が続く)、餅を一人で持って行って(餅くらいは上
げるからという意味か?)、それを持ってお粥でも作ってあんたのお父さんのチェサのテー
ブルに置きなさい、スジョルを守って再婚したりしないで生きていくから、あんたはあの世
にいきなさいJ(済州伝統文化研究所 2010:124)。
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